
会 議 等 結 果 報 告 書 

名 称 第２回観光開発審議会 

日 時 平成 31 年 3 月 25 日(月) 19 時 00 分～20 時 00 分 

場 所 役場２階審議室 

出席者 
委員：青野範子、野口雅史、伊佐幸洋、富田成一、巽 俊明  

町：企画商工観光課長、商工観光班 担当主幹、担当主査 

内 容 

１ 第２次観光振興計画の策定について 

（伊佐委員） 

  ロケツーリズムの推進も記載があるが、町からの発信をもっと増やしていっては 

どうか。特にメディアをうまく使って集客してほしい。 

 美瑛は青い池で集客している。来客を逃がさないため、駐車場の拡大整備なども 

行ってきている。 

（青野会長） 

  先日のまちづくりフォーラムでも言われていたが、上富はＰＲする力が弱い。 

（伊佐委員） 

  ロケツーリズム講演会の時に、受け入れ体制の整備についても話があったと聞い 

ている。そういった部署を作って専門にやっても良いと思う。 

（野口委員） 

  観光の目玉を明確にして、その中で何を推していくか、昔はラベンダーだったが、 

目玉を見つけるのか、作っていくのか。 

町内のイベントが他町村に比べて少ないような気がする。外から人を呼べるようなイベ

ントがあまりない。 

（青野会長） 

  上富良野ポークのイベントを行ってはどうか。ビールも作り始めているところも出てき

ている。 

（伊佐委員） 

  北見では厳寒焼肉をやっている。メディアに取り上げられ、今ではチケットが即日完売

とのこと。 

（青野会長） 

  上富良野でやっても面白い。大型テントもある。 

（野口委員） 

  上富良野を会場に豚肉グランプリのような催しを開催しても面白い。 

（富田委員） 

  クラフトビールも作っているし、ビール祭りも良いと思う。 

（巽委員） 

  ビールと肉を強みに上富良野を売込みしていったら良い。 

  昔はラベンダーで売っていたが、今は富田ファームが有名になっている。 

 



（伊佐委員） 

  富良野ビンテージもなぜ「富良野」なのか。「上富良野」で売ってくれれば。 

  上富良野もひらがなで「かみふらの」にしたらイメージアップになるのではないか。 

（富田委員） 

  第一食堂のように訪れた外国人のＳＮＳで広まって多くの外国人が来ているところもあ

る。 

（企画商工振興課長） 

  委員の皆さんから色々な話がでたが、特に外部やメディアへの発信、発信力のあるイベ

ントについては、町長に答申をする際に意見を付していきたいと思います。 

（青野会長） 

  持続化補助金など商工業者だけでなく観光事業者への補助金等はできるのか。 

（企画商工観光課長） 

  観光協会から要望があれば町も検討していく。 

（青野会長） 

  委員の皆さんからもご意見を頂いてまとめたこの最終案を町長へ答申していきたい。 

 

 以上で終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


